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◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

60品種2,000株の･･･「シャクヤクまつり」５月６日㈰～５月13日㈰　　茨城県フラワーパーク

消
防
署
か
ら
各
種
試
験

の
お
知
ら
せ

①
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
種
類
＝
甲
種
、
乙
種
（
第
１

　

類
～
６
類
）、
丙
種

▼
試
験
日
＝
6
月
24
日
㈰

▼
試
験
会
場
＝
下
館
工
業
高
等
学
校

▼
受
験
願
書
受
付
期
間
＝
5
月
9
日

　

㈬
～
22
日
㈫

②
消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
種
類
＝
甲
種
（
特
種
、
第
１

　

類
～
5
類
）、
乙
種
（
第
１
種
～

　

7
類
）

▼
試
験
日
＝
8
月
26
日
㈰

▼
試
験
会
場
＝
茨
城
大
学
ま
た
は
鹿

　

島
高
等
学
校

▼
受
験
願
書
受
付
期
間
＝
７
月
６
日

　

㈮
～
20
日
㈮

③
補
足
講
習
会

▼
種
類
＝
乙
種
第
4
類
、
丙
種

▼
試
験
日
時
＝
５
月
25
日
㈮　

午
前

　

9
時
～
午
後
4
時

▼
試
験
会
場
＝
常
総
広
域
消
防
本
部

▼
定
員
＝
35
人

※
①
、
②
に
つ
い
て

　
　
　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
支
部

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
１
１
５
０

〒
３
１
０
︲
０
８
５
２

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
︲
25

※
③
に
つ
い
て

　
　
　

常
総
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
23
︲
０
９
０
４

あ
な
た
の
声
を
行
政
に

お
届
け
し
ま
す

　

春
の
行
政
相
談
週
間
（
5
月
21
日

㈪
～
27
日
㈰
）
が
始
ま
り
ま
す
。
毎

日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、例
え
ば「
わ

か
り
づ
ら
い
道
路
案
内
標
識
を
改
善

し
て
ほ
し
い
」「
施
設
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
と
き
は
行
政
相
談
員
（
今い
ま

川が
わ

和か
ず

宏ひ
ろ

さ
ん
、
相あ
い

島じ
ま

宏ひ
ろ
しさ

ん
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
声
を
行

政
に
お
届
け
し
ま
す
。
詳
し
く
は
32

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
２
０
２
）

市
民
意
識
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
の
男
女
共
同
参

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々

に
特
別
給
付
金
を
支
給

　

こ
の
特
別
給
付
金
は
、
戦
傷
病
者

を
長
年
介
護
さ
れ
て
き
た
妻
の
方
々

の
ご
苦
労
に
対
し
、
国
か
ら
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
者

①
前
回
受
給
者
（
第
18
回
特
別
給
付

　

金
ま
た
は
第
20
回
特
別
給
付
金
を

　

受
給
さ
れ
て
い
た
戦
傷
病
者
の
妻
）

※
前
回
受
給
者
の
方
に
は
、
社
会
福

　

祉
課
か
ら
ご
本
人
に
別
に
通
知
し

　

ま
す
。（
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

　

た
方
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

②
新
た
に
戦
傷
病
者
に
な
ら
れ
た
方

　

の
妻
（
平
成
13
年
4
月
2
日
～
平

　

成
15
年
4
月
1
日
の
間
に
、
夫
が

　

戦
傷
病
者
と
し
て
、
増
加
恩
給
、

　

傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
障

　

害
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
取
得
し

　

た
場
合
）

③
戦
傷
病
者
と
婚
姻
し
た
妻
（
②
と

　

同
期
間
内
に
戦
傷
病
者
と
婚
姻
し

　

た
場
合
）

▼
支
給
内
容
＝
①
は
、
継
続
回
数
に

　

よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
②
、

　

③
は
、
額
面
30
万
円
（
軽
症
者
半

　

額
）
10
年
償
還
で
す
。

▼
手
続
方
法
＝
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
締
切
＝
平
成
21
年
9
月
30
日

　
　
　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
１
５
２
）

は
、
み
な
さ
ん
の
食
生
活
を
支
え
る

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。
無
断

で
転
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
農
業

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す

の
で
、
転
用
を
す
る
際
に
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
転
用
の
種
類

○
農
地
法
4
条
転
用
＝
農
地
所
有
者

　

自
ら
が
農
地
を
転
用
す
る
場
合

○
農
地
法
5
条
転
用
＝
農
地
所
有
者

　

以
外
の
方
が
、
農
地
所
有
者
か
ら

　

農
地
を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し

　

て
転
用
を
す
る
場
合

※
市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用
は
、

　

農
業
委
員
会
へ
届
出
を
す
れ
ば
許

　

可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
転
用

　

行
為
は
必
ず
通
知
書
が
交
付
さ
れ

　

て
か
ら
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
転
用
の
受
付
期
間

○
許
可
申
請
（
市
街
化
調
整
区
域
）

　

＝
毎
月
10
～
14
日

※
た
だ
し
、
締
切
最
終
日
が
土
・
日
・

　

祝
日
の
場
合
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
届
出
（
市
街
化
区
域
）
＝
随
時

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

　

務
局

☎
58
︲
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
２
０
～
８
１
２
２
）

画
計
画
の
策
定
に
向
け
て
の
基
礎
資

料
と
し
て
、
ま
た
、
今
後
の
男
女
共

同
参
画
行
政
施
策
推
進
の
参
考
資
料

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

無
作
為
抽
出
し
た
市
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
男
女
2
千
人
の
方
に
、
4

月
中
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
や
、
目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

  

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
２
０
３
）

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

問


